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序
　
章
　
協
働
す
る
「
文
化
工
作
」

17

第
一
章
　「
外
地
」の「
翼
賛
一
家
」
─
─
戦
時
下
華
北
地
方
・
日
本
統
治
朝
鮮
の
事
例
を
中
心
に

一　

共
栄
圏
に
発
信
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

二　
「
翼
賛
一
家
」
と
は
ど
の
よ
う
な
国
家
宣
伝
企
画
だ
っ
た
の
か

三　

華
北
に
お
け
る
「
翼
賛
一
家
」
─
─
漫
画
集
団
間
の
「
協
働
」

四　

植
民
地
・
朝
鮮
に
お
け
る
二
つ
の
「
翼
賛
家
族
」
と
「
国
語
」
教
化

84

第
二
章
　
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と

　
　
　
　
田
河
水
泡
・
阪
本
牙
城
の
ま
ん
が
教
室

一　

プ
ロ
も
ア
マ
チ
ュ
ア
も
動
員
さ
れ
る

二　
「
文
化
工
作
」
と
し
て
の
外
地
ま
ん
が
教
室

三　

読
者
を
戦
争
に
送
る
─
─
田
河
水
泡
と
「
の
ら
く
ろ
」
の
戦
時
動
員

四　

阪
本
牙
城
の
満
洲
ま
ん
が
教
室
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第
三
章
　
上
海
の
文
化
工
作
者
た
ち
─
─〝
女
ス
パ
イ
〟と
芥
川
賞
作
家
と
偽
装
映
画
製
作
者

一　

公
然
化
す
る
文
化
工
作
者
た
ち

二　

上
海
映
画
工
作
者
と
美
し
き
女
ス
パ
イ
た
ち

三　

感
傷
と
俗
情

四　
「
文
化
工
作
」
と
し
て
の
芥
川
賞

五　
「
上
海
の
月
」
と
大
本
営

239

第
四
章
　
大
東
亜
共
栄
圏
と
ユ
ビ
キ
タ
ス
的
情
報
空
間

─
─
ア
ニ
メ
『
桃
太
郎
海
の
神
兵
』
と
柳
田
國
男

一　

ス
テ
ル
ス
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス

二　

柳
田
國
男
と
桃
太
郎
南
方
政
策

三　
「
椰
子
の
実
」
言
説
の
呪
縛

四　

ス
メ
ル
文
化
圏
と
南
方
言
説

五　

ユ
ビ
キ
タ
ス
化
す
る
桃
太
郎

本
文
の
引
用
文
は
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
旧
仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

ま
た
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
句
読
点
な
ど
も
適
宜
改
め
た
。

集
英
社
新
書
3
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6

本
書
は
戦
時
下
、
い
わ
ゆ
る
大
東
亜
共
栄
圏
に
向
け
て
な
さ
れ
た
宣
伝
工
作
、
い
わ
ゆ
る
「
文
化
工
作
」
の

具
体
的
な
姿
を
追
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
宣
伝
工
作
の
中
で
も
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
・
映
画
と
い
っ
た
大
衆
文
化

に
お
け
る
事
例
を
軸
に
紹
介
す
る
た
め
「
文
化
工
作
」
の
語
を
中
心
的
に
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

そ
の
際
、
重
要
な
の
は
、
戦
時
下
こ
の
よ
う
な
「
文
化
工
作
」
に
お
い
て
個
別
の
表
現
は
「
作
品
」
で
は
な

く
「
宣
伝
」
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
外
見
は
独
立
し
た
ま
ん
が
や
ア
ニ
メ
で
あ
っ
て
も
、
大
東
亜

共
栄
圏
の
理
念
な
り
正
当
性
を
主
張
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
実
装
す
る
広
告
で
あ
り
、
そ
れ
が
標
語
や
ポ
ス
タ

ー
で
な
く
娯
楽
作
品
の
形
を
と
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
点
で
い
え
ば
、
ア
ニ
メ
や
ま
ん
が
と
い
っ
た
お
た
く

文
化
の
海
外
へ
の
発
信
力
に
乗
せ
て
「
日
本
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
、
ゼ
ロ
年
代
以
降
か
ら
続
く
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策
の
さ
も
し
い
思
惑
と
重
な
る
。
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策
と
は
、
ま
ん
が
な
ど
の
表
現
を
工
作

の
ツ
ー
ル
に
貶お

と
しめ
る
点
で
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。

序
章
　
協
働
す
る
「
文
化
工
作
」
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7　　序章　協働する「文化工作」

さ
て
、
そ
の
戦
時
下
の
「
文
化
工
作
」
の
最
大
の
特
徴
は
三
つ
あ
る
。

一
つ
め
は
多
メ
デ
ィ
ア
展
開
で
あ
る
。
そ
れ
を
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
と
形
容
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
文
化

工
作
は
作
品
や
メ
デ
ィ
ア
単
体
で
な
く
、
新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
、
ポ
ス
タ
ー
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
様
式
、
映

画
、
ま
ん
が
、
ア
ニ
メ
、
演
劇
な
ど
、
そ
の
時
点
で
存
在
し
た
多
様
な
表
現
領
域
を
超
え
て
同
時
多
発
的
に
行

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
特
徴
的
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
も
う
一
度
念
を
押
す
が
、
そ
れ
ら
が
現
在
の
メ
デ
ィ
ア
ミ

ッ
ク
ス
と
違
う
の
は
、
一
つ
一
つ
が
「
作
品
」
で
な
く
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
を
伝
達
す
る
こ
と
が
目
的
の
ツ
ー

ル
で
あ
る
点
だ
。

二
つ
め
は
、
そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
は
「
内
地
」
に
向
け
た
も
の
と
、「
外
地
」
あ
る
い
は
領
地
や
国
際
社

会
に
向
け
た
も
の
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
語
ら
れ
方
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
地
域
ご
と
の
統
治
政

策
や
政
治
的
、
社
会
的
背
景
に
応
じ
て
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

三
つ
め
は
官
民
、
そ
し
て
何
よ
り
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
（
戦
時
下
は
「
素
人
」
と
呼
ば
れ
た
）
の
垣
根
を
越
え

た
共
同
作
業
で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
官
民
を
軍
や
翼
賛
会
が
主
導
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
能
動
的
に
文
化
工
作
に

参
加
す
る
。
こ
の
よ
う
な
創
造
的
行
為
に
お
け
る
共
同
作
業
を
翼
賛
体
制
用
語
で
「
協
働
」
と
呼
ぶ
。
大
政
翼

賛
会
が
「
上
意
下
達
」
で
な
く
「
下
意
上
達
」
を
す
る
よ
う
に
、
戦
時
下
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
こ
の
よ
う
な
「
参

加
型
」
の
文
化
創
造
運
動
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
。
こ
の
「
協
働
」
は
「
協
同
」
と
も
記
す
が
、
そ
の
出
自
は

集
英
社
新
書
3
月
刊　

大
東
亜
共
栄
圏
の
ク
ー
ル
ジ
ャ
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ン
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大
政
翼
賛
会
を
主
導
し
た
近こ
の

衛え

文ふ
み

麿ま
ろ

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
昭
和
会
の
提
唱
し
た
協
同
主
義
に
あ
る
。

実
践
の
根
本
的
規
定
は
、
も
の
を
作
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
れ
、
政
治

上
の
制
度
の
如
き
も
の
で
あ
れ
、
経
済
生
活
の
物
資
の
如
き
も
の
で
あ
れ
、
更
に
文
化
財
の
如
き
も
の
で

あ
れ
、
も
の
を
作
る
と
い
ふ
こ
と
が
実
践
の
本
来
の
意
味
で
あ
る
。（
昭
和
研
究
会
編
『
新
日
本
の
思
想
原

理
・
協
同
主
義
の
哲
学
的
基
礎
・
協
同
主
義
の
経
済
倫
理
』
生
活
社
、
一
九
四
一
年
）

こ
の
よ
う
な
文
化
を
含
む
翼
賛
体
制
構
築
の
た
め
の
実
践
の
基
本
原
理
が
「
協
働
」
な
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
「
協
働
」
は
翼
賛
体
制
の
本
質
を
示
す
語
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
「
協
働
」
は
多
メ
デ
ィ

ア
間
の
連
動
、
す
な
わ
ち
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
を
連
想
さ
せ
る
と
同
時
に
、
共
栄
圏
構
築
に
お
け
る
「
協
和
」

が
目
的
で
あ
る
。
戦
時
下
の
「
文
化
工
作
」
は
「
協
働
」
と
い
う
語
に
収し

ゆ
う

斂れ
ん

さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。

と
記
す
と
本
書
は
あ
た
か
も
文
化
の
「
協
働
」
的
な
あ
り
方
を
賛
美
す
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
無
論
そ
う
で
は
な
い
。
ゼ
ロ
年
代
以
降
、「
協
働
」
の
語
は
一
方
で
は
ニ
コ
ニ
コ
動
画
を
始
め
と
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
産
業
内
部
で
、
他
方
で
は
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
文
脈
で
礼
賛
さ
れ
る
同
人
誌
文
化
な
ど
を
形
容

す
る
官
僚
用
語
と
し
て
、
実
は
広
汎
に
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
戦
時
用
語
の
さ
り
気
な
い
現
在
に
お
け
る
復
興
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9　　序章　協働する「文化工作」

に
、
当
然
だ
が
ぼ
く
は
危
惧
を
覚
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
文
化
工
作
」
と
「
協
働
」
と
を
対
に
し
て
、
戦
時
下

の
対
外
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
め
ぐ
る
本
書
の
副
題
に
冠
す
る
こ
と
で
、
そ
の
復
興
に
見
え
隠
れ
す
る
政
治
性
に
注

意
を
喚
起
し
た
い
と
考
え
る
。

そ
れ
が
本
書
の
書
名
『
大
東
亜
共
栄
圏
の
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
─
「
協
働
」
す
る
文
化
工
作
』
の
由
来
で
も
あ

る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
戦
時
下
の
対
外
的
な
文
化
工
作
を
特
徴
的
に
示
す

語
と
し
て
、
も
う
一
つ
、
書
名
に
は
採
用
し
な
か
っ
た
が
「
ニ
コ
ニ
コ
共
栄

圏
」
な
る
奇
怪
な
語
が
あ
る
。
ま
る
で
ド
ワ
ン
ゴ
の
ニ
コ
ニ
コ
動
画
が
そ
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
不
用
意
に
用
い
そ
う
な
造
語
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
歴

と
し
た
戦
時
下
用
語
で
あ
る
。

戦
時
下
、「
ニ
コ
ニ
コ
共
栄
圏
」
の
語
は
「
内
地
」
で
な
く
「
外
地
」
で

あ
っ
た
台
湾
の
新
聞
の
見
出
し
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
１
）。
広

く
使
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
台
湾
で
の
大
政
翼
賛
会
に
相
当
す
る
皇
民

報
国
会
が
皇
民
化
運
動
の
一
つ
と
し
て
一
九
四
二
年
に
行
っ
た
メ
デ
ィ
ア
横

断
型
の
宣
伝
活
動
「
ニ
コ
ニ
コ
運
動
」
に
呼
応
し
た
コ
ラ
ム
の
見
出
し
に
確

【図１】　ニコニコ共栄圏アイコン　（齋藤總務長官
「笑へ笑へ」『台湾日日新報』昭和十七年九月七日）
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認
で
き
る
。

そ
の
「
ニ
コ
ニ
コ
運
動
」
の
概
要
は
報
国
会
の
文
書
に
こ
う
あ
る
。

長
期
戦
を
断
乎
戦
ひ
貫
く
た
め
に
は
銃
後
に
於
て
明
朗
潤
達
各
職
域
に
精
励
す
る
こ
と
が
絶
対
必
要
で

あ
る
。
玆
に
於
て
本
会
は
「
笑
つ
て
翼
賛
台
湾
一
家
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
ニ
コ
ニ
コ
運
動
を
提
唱
し
九
月
一

箇
月
を
該マ

マ

運
動
期
間
と
し
て
十
月
以
降
も
本
運
動
の
真
精
神
を
持
続
し
ニ
コ
ニ
コ
を
日
常
生
活
化
せ
し
む

る
様
指
導
す
る
こ
と
と
し
皇
民
奉
公
会
中
央
本
部
及
各
支
部
を
中
心
に
各
官
庁
、
新
聞
社
、
放
送
局
、
興

業
統
制
会
社
、
全
日
本
写
真
連
盟
台
湾
支
部
等
の
前
面
協
力
を
得
て
全
島
民
に
協
力
に
運
動
を
展
開
し
た

処
、
時
局
下
「
笑
ひ
」
を
要
求
せ
る
様
の
関
係
も
あ
り
、
期
せ
ず
し
て
大
な
る
効
果
を
収
め
る
こ
と
が
出

来
た
。　
　
　
　
　
　
（
皇
国
奉
公
会
中
央
本
部
編
「
第
二
年
目
に
お
け
る
皇
民
報
告
運
動
の
実
績
」
一
九
四
三
年
）

大
東
亜
共
栄
圏
と
は
そ
も
そ
も
「
家
族
」、
す
な
わ
ち
「
一
家
」
を
単
位
と
し
、
そ
れ
が
数
戸
か
ら
な
る

「
隣
組
」
も
「
一
家
」
と
比
喩
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
上
の
行
政
単
位
の
「
町
内
」
か
ら
「
内
地
」
ま
で
も
が

「
一
家
」、
そ
こ
に
日
本
統
治
下
の
台
湾
や
朝
鮮
も
「
一
家
」
と
な
り
、
八は

つ

紘こ
う

一い
ち

宇う

と
い
う
入
れ
子
構
造
の
「
一

家
」
を
構
成
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
引
用
し
た
文
書
で
は
「
ニ
コ
ニ
コ
」
す
る
目
的
が
「
長
期
戦
を
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11　　序章　協働する「文化工作」

断
乎
戦
ひ
貫
く
た
め
」
と
あ
る
が
、
そ
の
主
眼
は
「
台
湾
一
家
」
を
「
笑
ひ
」
を
以
て
形
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

台
湾
は
い
わ
ゆ
る
先
住
民
族
（
現
在
は
「
原
住
民
」
と
表
記
さ
れ
る
）、
清
朝
統
治
時
代
に
移
住
し
た
中
国
系
移

民
、
そ
し
て
日
本
統
治
下
に
お
け
る
「
内
地
」
か
ら
の
移
住
者
か
ら
な
る
。
実
際
に
は
台
湾
「
原
・
住
民
」
は

日
本
統
治
時
代
で
七
族
に
分
類
さ
れ
、
現
在
で
は
台
湾
政
府
認
定
に
限
っ
て
も
十
六
民
族
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、

認
定
外
の
部
数
も
多
数
存
在
す
る
。
そ
れ
自
体
が
多
様
性
を
は
ら
む
も
の
だ
。

し
か
し
満
洲
国
に
お
い
て
「
五
族
協
和
」
を
掲
げ
、
中
国
大
陸
だ
け
で
な
く
南
方
へ
と
そ
れ
を
拡
大
し
、
共

栄
圏
全
体
を
「
一
家
」
と
す
る
国
策
化
に
お
い
て
、
台
湾
に
お
け
る
「
三
族
」
の
「
協
和
」
は
そ
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
先
住
民
族
と
中
国
系
住
民
と
の
間
に
は
清
朝
か
ら
引
き
継
い
だ
対
立
構
造
が
あ
り
、

差
別
と
軍
事
衝
突
が
繰
り
返
さ
れ
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
を
「
ニ
コ
ニ
コ
」
笑
っ
て
解
消
し
よ
う
と
い
う
何
と

も
勝
手
な
運
動
だ
が
、「『
笑
顔
で
翼
賛
、
台
湾
一
家
』
の
標
語
を
以
て
作
製
せ
る
」（
同
前
）
大
小
の
ポ
ス
タ

ー
三
万
枚
が
台
湾
中
に
貼
り
出
さ
れ
、「
ラ
ジ
オ
放
送
、
演
劇
、
映
画
、
壁
新
聞
、
千
社
礼
式
貼
札
（
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
親
切
、
丁
寧
）
そ
の
他
胸
部
佩
用
マ
ー
ク
、
紙
芝
居
、
ス
ラ
イ
ド
、
漫
画
、
写
真
展
覧
会
、
標
語
普
及
、

講
演
、
訓
話
等
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
依
り
」（
同
前
）
あ
ら
ゆ
る
場
・
メ
デ
ィ
ア
に
「
ニ
コ
ニ
コ
」
の
文
字
が
躍

っ
た
。
そ
う
や
っ
て
「
ニ
コ
ニ
コ
」
の
文
字
が
、
本
書
第
四
章
で
述
べ
る
戦
時
下
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
最

大
の
特
長
で
あ
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
（
遍
在
化
）
と
し
て
演
出
さ
れ
た
。
し
か
も
そ
の
「
ニ
コ
ニ
コ
」
は
、
最
後
は

集
英
社
新
書
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い
わ
ゆ
る
髙
砂
義
勇
兵
と
し
て

「
死
の
直
前
に
ニ
ッ
コ
リ
笑
つ

て
万
歳
を
叫
ぶ
」
こ
と
に
す
り

替
わ
る
。

そ
の
発
言
を
し
た
の
が
当
時

の
皇
民
報
国
会
中
央
本
部
長
・

齋
藤
樹
で
あ
る
。「
台
湾
日
日

新
報
」
紙
上
で
の
「
笑
へ
笑

へ
」
と
い
う
連
続
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
だ
っ
た
（
図
２
）。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
〝
三
族
〟、
男
女
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
域
の
人
々
の
「
ニ
コ
ニ
コ
」
運
動
を
紹
介
す
る
「
協
和
」
記
事
で
、
総
督
府
ト
ッ
プ
で
あ
る
総
督

長
谷
川
譲
も
市
井
の
人
の
一
人
に
交
じ
り
登
場
す
る
と
い
う
演
出
で
あ
る
。「
ニ
コ
ニ
コ
運
動
」
が
官
民
一
体
、

そ
し
て
先
住
民
・
中
国
系
住
民
・
内
地
か
ら
の
移
住
者
の
「
三
族
」
の
「
協
働
」
を
意
味
す
る
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。

し
か
し
齋
藤
だ
け
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
先
の
本
音
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
記
事
に
「
笑
へ
笑

へ
」
の
タ
イ
ト
ル
と
は
別
に
添
え
ら
れ
た
の
が
「
ニ
コ
ニ
コ
共
栄
圏
」
の
ロ
ゴ
な
の
で
あ
る
。

【図２】　ニコニコ運動記事。齋藤總
務長官「笑へ笑へ」『台湾日日新報』
（1942年9月9日）
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13　　序章　協働する「文化工作」

こ
の
「
ニ
コ
ニ
コ
」
に
限
ら
ず
「
朗
ら
か
」「
愉
快
」、
あ
る
い
は
こ
の
「
ニ
コ
ニ
コ
運
動
」
自
体
が
内
地
の

「
笑
話
運
動
」
に
呼
応
す
る
も
の
だ
が
、
本
書
で
扱
う
事
例
に
限
ら
ず
、
戦
時
下
の
大
衆
文
化
で
は
官
製
の

「
笑
い
」
が
強
要
さ
れ
る
。
ぼ
く
は
二
〇
二
一
年
三
月
に
刊
行
し
た
『「
暮
し
」
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
─
戦
争
は
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
顔
を
し
て
や
っ
て
き
た
』（
筑
摩
書
房
）
で
翼
賛
体
制
下
、
ま
る
で
コ
ロ
ナ
下
の
自
粛
生
活

の
よ
う
に
「
日
常
」
の
更
新
や
「
生
活
」
の
新
体
制
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
た
が
、「
ニ
コ

ニ
コ
」
や
「
朗
ら
か
」
は
そ
の
よ
う
な
「
日
常
」
記
述
の
作
法
の
一
つ
と
し
て
「
銃
後
」
の
み
な
ら
ず
戦
地
に

さ
え
求
め
ら
れ
た
。
だ
か
ら
本
書
で
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
映
画
に
お
い
て
も
喜
劇
映
画
が
戦
時
下
、
隆
盛
も

す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
戦
時
下
の
文
化
工
作
の
大
き
な
特
徴
は
「
文
化
工
作
」
そ
の
も
の
の
公
然
化
で
あ
る
。

本
書
で
も
改
め
て
扱
う
戦
時
下
の
文
化
工
作
ツ
ー
ル
「
翼
賛
一
家
」
で
も
隣
組
や
町
内
を
扱
う
ま
ん
が
の
中

に
「
防ぼ

う

諜ち
よ
う」
の
語
が
頻
出
す
る
。
小
説
版
「
翼
賛
一
家
」
で
も
一
家
が
ス
パ
イ
を
摘
発
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
し
、「
翼
賛
一
家
」
も
登
場
す
る
ア
ニ
メ
、
山
本
早さ

苗な
え

作
画
・
演
出
「
ス
パ
イ
撃
滅
」（
三
幸
商
会
、
一
九

四
二
年
）
は
、
ど
こ
か
の
町
内
に
連
合
国
か
ら
の
ス
パ
イ
が
潜
入
す
る
と
こ
ろ
か
ら
物
語
が
始
ま
る
（
図
３
）。

こ
の
よ
う
に
諜
報
員
や
工
作
員
が
跋ば

つ

扈こ

す
る
「
日
常
」
を
翼
賛
体
制
は
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
い
え
る
。

翻
っ
て
現
在
を
見
た
時
、
一
方
で
は
オ
カ
ル
ト
雑
誌
の
定
番
に
近
い
陰
謀
論
と
そ
れ
に
伴
う
「
工
作
」
が
オ
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ン
ラ
イ
ン
上
で
は
ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
、
配
偶
者
や
父
母
が
陰

謀
論
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
冗
談
の
よ
う
な
訴
え
を
人
生
相

談
の
類
い
で
幾
度
と
な
く
側
聞
も
し
た
。
北
米
の
ド
ラ
マ
『
Ｘ
フ
ァ

イ
ル
』
も
ど
き
の
影
の
政
府
に
よ
る
陰
謀
説
を
唱
え
る
Ｑ
ア
ノ
ン
が

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
一
定
の
政
治
力
を
得
て
し
ま
う
と
い
う
笑
え
ぬ

事
態
も
起
き
て
い
る
が
、
日
本
で
も
限
定
的
な
意
味
で
の
「
保
守
」

系
政
治
家
や
団
体
に
真
顔
で
陰
謀
論
を
唱
え
る
人
々
が
相
応
に
い
る
。

そ
の
一
方
でdappi

やchoose life proiect

な
ど
の
オ
ン
ラ
イ

ン
を
通
し
て
、
自
民
党
も
立
憲
民
主
党
も
文
化
工
作
と
し
て
安
易
に

ネ
ッ
ト
上
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
外
注
す
る
。
ま
た
政
治
に
は
無
縁
の

Y
ouT

uber

格
闘
家
シ
バ
タ
ー
は
、
二
〇
二
一
年
末
の
格
闘
技
イ
ベ
ン
ト
「
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
」
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
試
合

の
段
取
り
を
「
工
作
」
し
た
上
に
、
そ
れ
を
暴
露
し
合
う
。
こ
の
よ
う
に
今
の
日
本
で
も
文
化
工
作
の
「
案

件
」
化
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
化
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
る
。
元
首
相
が
隣
国
と
の
「
歴
史
戦
」
を
煽あ

お

り
、
報
道
機

関
が
呼
応
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
投
稿
へ
と
拡
大
し
て
い
く
さ
ま
は
文
化
工
作
の
「
協
働
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
文
化
工
作
」
が
ど
こ
に
で
も
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

日
常
が
復
興
し
て
い
る
の
だ
。

【図３】　日常を跋扈する工作員たち。山本早苗「ス
パイ撃滅」（1942年）
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15　　序章　協働する「文化工作」

こ
こ
ま
で
読
ん
で
、
お
前
は
以
前
『
大
政
翼
賛
会
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
─
「
翼
賛
一
家
」
と
参
加
す
る
フ

ァ
シ
ズ
ム
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
八
年
）
で
「
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
」
の
戦
時
下
起
源
を
語
り
、
前
述
の
『「
暮

し
」
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
「
日
常
」
や
「
生
活
」
が
戦
時
下
起
源
だ
と
主
張
し
、
つ
い
今
し
方

「
協
働
」
の
出
自
も
昭
和
会
と
い
っ
た
口
で
、
今
度
は
「
文
化
工
作
」
の
氾は

ん

濫ら
ん

も
戦
時
下
と
同
じ
だ
と
匂
わ
せ

る
。
つ
ま
り
は
、
無
闇
に
何
で
も
戦
時
下
に
こ
じ
つ
け
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
と
憤
る
読
者
諸
氏
も
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
全
て
が
戦
時
下
に
連
な
る
と
い
う
の
は
あ
る
意
味
で
は
正
し
い
。
ぼ
く
は
戦
後
か
ら
現

在
に
至
る
生
活
や
政
治
や
文
化
の
あ
り
方
が
戦
時
下
を
基
調
と
し
て
い
て
、
そ
の
表
層
を
お
色
直
し
、
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
し
て
き
た
戦
後
民
主
主
義
が
衰
退
し
て
剥
離
す
る
こ
と
で
、
戦
時
下
の
様
相
が
復
興
し
た
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
そ
も
そ
も
戦
時
下
に
設
計
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
文
化
創
造
や
政
治
参
加
の
あ
り
方
は
良
く
も
悪
く
も

（
私
見
で
は
よ
り
悪
く

0

0

0

0

）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
と
整
合
性
が
高
い
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

だ
か
ら
本
書
も
ま
た
、
ぼ
く
は
戦
時
下
の
「
協
働
す
る
文
化
工
作
」
を
め
ぐ
る
諸
相
を
「
現
在
」
へ
の
極
め 

て
ベ
タ
な
批
評
と
し
て
語
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
歴
史
を
記
述
す
る
作
法
と
し
て
「
文
化
工
作
」
や
「
歴

史
戦
」
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
た
世
相
に
冷
静
な
距
離
を
と
る
意
味
で
極
力
、
一
次
資
料
を
参
照
し
た
こ
と
は
付

記
し
て
お
き
た
い
。

そ
し
て
ぼ
く
が
ま
ん
が
表
現
を
中
心
に
ア
ニ
メ
や
映
画
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
産
業
に
お
け
る
「
文
化
工
作
」
に
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つ
い
て
語
る
の
は
、
そ
れ
は
自
分
が
今
も
そ
の
現
場
の
片
隅
で
作
者
と
し
て
生
き
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
一

体
、
自
分
の
立
ち
位
置
や
来
歴
を
批
判
的
に
疑
う
以
外
に
私
た
ち
は
歴
史
を
学
ぶ
意
味
が
あ
る
の
か
。

そ
れ
で
は
始
め
よ
う
。
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